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保

険

串

本

質

の

ィ、

島

太

夏目

昌

保
肱
阜
の
意
識

-
-
組
咽
同
船
と
組
此
官
晶
・

一
一
-
翻
油
開
桜
山
一
分
科
と
し
て
山
平
質
的
な
る
保
険
品

L
、
制
持
削
中
山
一
分
科
と

L
て
山
紺
は
ゆ
る
保
険
製

揃
迦
保
険
革
協
合
白
瓦
解

保
険
尉
と
保
険
論

四五

保
険
撃
の
一
意
義

保
険
半
は
、
枇
曾
生
活
を
営
む
人
類
が
・
交
換
原
則
め
下
に
於

τ、
そ
の
所
要

ω物
的
資
料
世
、
未
来

ω
偶
然

な
る
縫
化
仁
蕗
し
て
、
怖
は
、
確
貨
に
獲
得
使
用
す
る
を
可
能
な
ら

L
め
ん
こ
ど
を
工
夫
す
る
所

ω現
象
を
、
研

究
す
る
皐
問
で
あ
一
品
。

一
般
に
、
人
類
が
・
交
換
り
原
則
の
下
に
於
て
、
そ
の
生
活
に
要
す
る
物
的
資
料
を
獲
得
使
用
す
る
所
の
現
象

全
研
究
針
象
ざ
す
る
も
の
は
、
部
隣
町
中
で
あ
る
Q

保
険
撃
は
、
も
ご
よ
り
・
-
」

ω
一
般
的
縦
燐
現
象
を
研
究
的
謝

前

接

保
殴
斜
a

の
本
昌

部
二
十
六
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五市

議

銘
二
十
六
巻

五

E 
F、

静
岡
脆

保
険
皐
の
本
質

象
正
す
る
も
の
で
は
な
い
o

そ
の
う
も
よ
り
、
人
類
が
賂
米
を
考
慮
し
、
そ
の
偶
然
な
る
縫
化
を
謙
想

己
uv

、

寸，、

L
、
か
、
る
品
礎
化
に
遡
泌
す
る
ニ
正
あ
る
も
、
生
活
に
要
す
る
物
的
資
料
を
・
怖
は
、
硝
貨
に
獲
得
使
用
す
る
ニ

ze伊
】
得
ん
が
た
め
、
そ
の
日
的
に
過
賞
す
る
所
の
、
現
紅
よ
り
未
来
へ
の
、
準
備
を
な
す
の
現
象

的
も
保
険
正

名
づ
け
ら
る
、
現
象
そ
抽
き
来
っ
て
、
之
を
馴
先

ω製
品
那

E

己
ー
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
伎
に
、
保
険
事
は
、
全
然
、
経

務
事
の
内
に
あ
る
も
の
で
、
を
の
外
に
あ
る
も
り
で
は
な
く
、
経
済
事

ω
一
分
科
た
る
も
の
で
あ
る
。

悲
し
.
経
憐
血
干
を
以
て

7

1

V

ヤ
戸
の
言
ふ
が
仰
〈
.

hwω
同己品可。「

E
E
r
r
ι
H
P
子
m
O丘一
E
ミ
rc民
耳
目
。
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E
Y
W
O
E
E
F
g
m
Z
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E
0
2ロ
弘
一
止
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E
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-
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F
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。。ロロ
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門
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呂
町
島
氏
ロ
ヨ
自
門
別
豆
乳
時
『
同
Z
E
m
。
コ
宮
崎
E
Z己
主
活
《
H
C
Z
H
5
0同
4
2
Z
~口
問
正
見
倣
し
得
る
も
の
ご
す
る
な

ら
ば
、
保
険
地
T

は
釦

ω
Zぞ
。
ご
E
喜一
E
Z
P
O
M
B口目白{
『
5
2
0目
。
『

z
p
d
q
r
r
r
岳
4
2
2可
。
ロ
日
ロ

B
干

ω一品。叫創刊一。ロ

0同
F
Z
B
Z
H回目立
ω一
ロ
守
、
芹

OKmwB-ロ
a
p己
目
v
p円

H
O『{ロ【同町一品口弘

ωロ己

ω。
n
u
-
R門吉国

当『山口}戸日
M
町
内

ua

日出『
ZMW
耳目
r伊豆
O
E
B
S
H
0
2
2百
円
FO
仰片付弘ロ日向己

E
L
己
切
向
。
同
百
件
内
門
戸
包
括
』
巳
ω一件。凶

O吋毛色宮内{口問・
2
宮
口
μ
一守

日
ロ
ロ
ヨ
右
足
O
L
n
r
E岡
田
宮

5
0
5
E
0
4
5
p
g
m
Z
言
一
ひ
得
る
で
ゐ
ら
う
ρ

保
険
ご
い
ふ
現
象
は
、

一
つ
の
経
勝
現
象
で
あ
る
。
郎
九
、
交
換
原
則
の
下
に
於

τ、
人
類
が
物
的
資
料
の
獲

得
使
用
を
な
す
に
つ
い
て
生
守
る
所

ω
一
つ
の
組
織
的
行
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
般
的
経
済
現
象
ご
同
様
に
、
物
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的
資
料
的
獲
紳
使
用
が
交
換
原
則
の
下
に
行
は
る
、
場
合
に
の
み
存
在
す
る
も
の
で
、
交
換

ω原
則
に
よ
ら
中
し

て
、
人
類
が
そ
の
欲
求
若
し
〈
は
必
要
に
膝
じ
て
、
物
的
資
料
の
獲
得
使
用
を
な
し
得
る
場
合
に
は
、
保
険
も
ま

た
存
在
し
な
い
。
こ
、
に
交
換

ω原
則
ご
い
ふ
は
、
均
等
師
偶
値
交
換
的
原
則
で
ゐ
る
。
詳

L
〈
言
へ
ば
、
人
が
、

そ

ω欲
求
す
る
所
の
も
の
を
他
人
よ
り
得
る
が
た
め
に
は
、
そ
の
他
人
が
承
認
す
る
所
の
も
の
を
‘
そ
の
承
認
す

る
質
、
量
・
放
に
於
て
提
供
す
る
を
要
す
正
す
る

ω定
め
で
あ
る
ο

交
換
原
則
な
る
も

ωは
、
忍
有
機
を
基
礎
E
す
る
。
郎
も
私
入
所
羽
出
慣
を
認
め
、
そ
の
不
可
侵
念
館
首
一
す
る
が

放
に
、
人
が
そ
の
欲
す
る
所

ωも
の
を
他
人
よ
h
獲
る
が
た
め
に
は
、
そ
の
他
人
の
承
諾
を
必
要

t
L、
一
」
の
承

諾
を
得
る
が
た
め
に
、
自
己
も
亦
そ
の
他
人
の
欲

τる
所

ωも
の
を
提
供
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
o

こ
の
交
換

の
原
則
の
下
に
於

τは
、
一
献
曾
を
組
織
す
る
各
人
的
物
的
生
活
は
、
交
換
又
は
寅
買
に
よ
h
て
布
機
的
に
結
合
せ

ら
れ
、
之
に
よ
・
り
て
、

い
は
ゆ
る
枇
合
経
済
な
る
も

ωを
組
成
す
る
の
で
ゐ
る
。
併
し
各
人
の
物
的
生
活
は
、

』

の
制
度
の
下
に
於

τは
、
原
則
正
し
て
、
各
自
の
責
任
凶
下
仁
傍
ま
れ
・
従
ひ
そ
が
岡
山
耐
震
己
す
る
こ
ぜ
あ
る

も
、
批
合
経
掛
そ
の
も
の
は
、

そ
の
組
成
員
に
劃
し
て
何
等
救
演
の
責
任
を
も
つ
も

ωで
は
な
い
。

ま
た
、
交
換
原
則
の
下
に
於
け
る
物
的
生
活
に
於

τは
、
そ
の
交
換
は
主
ご
し
て
合
一
鎖
的
も
貨
幣
を
以
て
そ
の

媒
介
ご
な
し
、
資
質
の
形
式
に
よ
っ
て
こ
れ
が
行
は
れ
る
。
従
っ
て
各
人
の
物
的
資
料
に
劃
す
る
欲
求
は
、

般

に
、
金
銭
上

ω一
必
要
正
い
ふ
形
式
に
於

τ後
生
す
る
-
』
正
、
な
る
。
ま
た
、
各
人
の
経
済
は
、

一
方
に
於
て
貸
僻
m

倫

讃

保
険
棋
の
本
質
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酋

議

五
回

保
険
品
-
山
本
質

第
二
十
六
巻

百
人
同

第
四
焼

牧
入
が
ゐ
b
、
他
方
に
貨
幣
支
出
が
ゐ
つ

τ‘
そ
り
雨
品
唱
が
均
衡
を
保
っ
こ
さ
を
得
て
、
初
め

τ安
定
の
蚊
態
に

あ
り
得
る
的
で
あ
る
。

か
〈

τ、
各
人
は
‘

そ
の
組
成
す
る
所
り
枇
曾
経
済
よ
h
は
、
何
等
生
活
上
の
保
障
が
奥
へ
ら
る
、
こ
己
な

〈
-
彼
等
各
自
が
日
常
獲
得
す
る
所

ω所
得
が
、
そ
の
物
的
生
活
を
維
持
す
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
従
っ
て
、

か
、
る
制
度

ω
下
に
於
て
、

一
度
ぴ
何
等
か
珠
州
せ

5
4
@
偶
然
り
事
件
仁
よ
り

τ・
所
得
以
上
に
支
出
を
な
す
の

必
要
が
生
一
す
る
か
、
若
し
く
は
・
そ
の
事
件
の
結
果
ご
し

τ所
得
が
減
少
L
又
は
之
を
喪
失
す
る
-
』
芭
が
あ
る
な

ら
ば
、
彼
等
は
、
金
銭
上
り
必
要
ゐ
h
な
が
ら
.
こ
の
必
要
を
充
す
こ
Z
が
出
世
帯
な
い
、
ご
い
ふ
窮
般
に
陥
る
こ

吉
、
な
る
o

郎
も
、
こ
、
に
経
済
生
活
の
不
安
定
の
原
闘
が
存
在
す
る
の
で
ゐ
る
。

保
険
は
・
こ
の
不
安
定
な
る
経
済
生
活
を
安
固
な
ら
し
め
ん
が
た
め
に
生
じ
た
る
一
つ
の
経
済
上

ω仕
組
で
あ

る
o

尤
も
、
縦
横
生
活
的
不
安
定
を
除
去
す
る
の
方
法
正
し
て
は
、
保
険
的
外
に
幾
多
の
も
の
が
ゐ
る
。
即
ち
、

前
越
の
如
〈
、
そ
の
不
安
定

ω原
因
は
、
所
得
を
滅
減
せ
し
め
る
事
件
、
又
は
日
慌
の
所
得
以
上
に
支
出
を
必
要

な
ら
し
む
る
事
件
が
、
偶
然
に
、
噛
時
期
し
な
い
う
も
に
脇
田
生
す
る
こ
Z
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
、
る
事
件
を

し
て
後
生
せ
し
め
な
い
手
段
を
謹
す
こ
ど
も
、
ま
た
は
縦
ひ
そ
が
殺
生
し
て
も
・
是
の
勢
力
を
削
減
せ
し
め
若
〈

は
そ
れ
の
他
に
波
及
す
る
こ
正
を
防
?
の
方
訟
を
古
る
こ
ど
も
、
経
済
生
活
を
安
固
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

併
し
、

か
C
の
如
、
吉
、
踊
期
防
、
銭
M

血
、
防
衛
ど
稀
せ
ら
晶
、
所
の
技
術
上
の
手
段
は
、
事
件
そ
の
も
の
に
封
し

τ

一色

a 
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直
接
に
加
う
る
も
の
で
め
る
か
ら
、
経
済
生
活
を
安
聞
な
ら

L
む
る
に
つ
い
て
寧
ろ
根
本
的
り
も
の
ご
認
め
得
る

も
の
で
あ
り
、
且
っ
か
、
る
手
段
は
.
科
挙

ω進
歩
に
よ
っ
て
次
第
に
畿
達
し
っ
、
ゐ
る
の
で
ゐ
る
が
、
今
日
の

放
抽
出
に
於

τは
、
未
に
到
底
ζ

れ
の
み
に
よ
っ
て
、
経
済
生
活
を
安
聞
な
ら
し
め
得
る
の
域
に
達
し
て
居
な
い
。

そ
ニ
で
、
こ
れ
ら

ω技
術
上

ω手
段
も
倒
よ
り
必
要
で
は
ゐ
る
が
、
之
ピ
共
に
第
二
の
手
段
を
必
要
ご
す
る
Q

卸
も
、
縦
ひ
右

ω如
主
事
件
が
西
宮
生
し
て
も
、

こ
れ
が
経
済
上
に
及
ぼ
す
結
果
に
け
は
排
除
す
る
ご
い
ふ
方
法
で

ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
布
の
如
き
事
件
が
後
生
し
て
も
‘
そ
の
結
巣
ご
し

τ経
済
上
の
窮
献
に
陥
る
こ
ピ
な
き
の
一

単
備
を
設
付
て
殻
〈
こ
E
で
あ
る
。
か
、
、
会
準
備
を
経
済
準
備
(
豆
町
宮
岳
民
何
回
n
F
0
4
R
E同
問
。
)
ご
レ
ふ
。

経
済
準
備
に
は
、
そ
の
主
要
な
る
も
の
に
二
種
ゐ
る
。

一
つ
は
貯
蓄
(
間
百
官
呂
田
向
)
で
あ
っ
て
、
他
の

つ

が
、
本
論
の
主
題
正
す
る
所

ω保
険
(
〈
m
a
r
F
0
2
2問
)
で
ゐ
る
。

貯
蓄
は
、
時
を
迫
ふ
て
物
的
資
料
若
し
く
は
貨
併
を
蓄
積
す
る
こ
ピ
で
ゐ
る
。
故
に
、

一
定
の
目
的
の
た
め
に

必
要
正
す
る
額
に
ま
で
之
を
蓄
積
す
る
に
は
、
相
嘗
の
時
の
経
過
を
必
要
正
す
る
。
そ
れ
が
た
め
、
畿
生
す
る
か

し
な
い
か
も
分
ら
宇
、
又
何
時
晶
羽
生
す
る
か
も
測
h
知
り
得
な
い
所
り
偶
然
な
る
事
件
に
謝
す
る
終
務
準
備
正
し

て
は
、
貯
蓄
は
頗
る
不
通
曽
不
完
全
で
ゐ
る
o
然
る
に
、
保
険
は
、
各
l

一
つ
の
終
演
車
位
を
構
成
し
て
居
る
所

の
多
数

ω人
が
共
同
し
て
、
偶
然
な
る
事
件
も
多
数
の
集
闘
に
於
て
は
成
る
規
律
性
が
む
る
古
い
ふ
原
則
に
基
い

τ、
か
、
る
事
件
の
後
生
的
割
合
を
合
理
的

ω方
法
に
よ
っ
て
珠
測
し
、

之
に
従
っ
て
彼
等
各
自
が
少
額
の
険
金

諭

議

保
険
阜
の
本
質

捗
二
十
六
繕

五
λ
王

第
困
難

王
五
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箇

隈

第
二
十
六
巻

E
Zハ
六

豆
大

第
四
韓

保
険
挙
出
本
質

を
な
し
、
之
を
以
て
彼
等

ω共
同

ω
目
的
に
役
立
た
じ
む
る
所

ω
経
済
準
備
を
設
げ
る
仕
組
で
ゐ
る
。
放
に
、
偶

然
に
後
生
す
る
事
件
に
到
す
る
絞
隣
準
備
正
し
て
は
・
頗
る
泊
掛
田
且
つ
完
全
な
る
も
の
ぽ
い
ふ
こ
正
が
出
来
る
。

保
険
率
は
、
卸
も
、

か
く
の
如
き
経
済
準
備
じ
閥
す
る
粧
務
現
象
を
研
究
す
る
率
問
で
あ
る
。

一一
粧
潰
撃
さ
経
営
純
平

保
険
は
、
右
に
辿
ぺ
た
る
が
如
〈
、
本
質
的
に
一
つ
の
経
済
現
象
で
ゐ
る
か
ら
、

保
険
事
(
〈
g
h
n
r
q
E
m
T

三
回
目
目
宮
田
)
が
、

を

ω本
質
的
側
械
を
経
済
血
中
(
巧
弓
E
n
F
与
三
国
内
日
岳
山
骨
)
に
も
つ
噂
』
芭
は
何
等
の
疑
ひ
な
き

所
で
あ
る
o
併
し
乍
ら
‘
保
険
は
ま
た
・
之
を
一
つ

ω事
業
ご
し
て
餐
む
も
の
、
立
場
か
ら
も
、
ま
た
は
、
保
険

事
業
に
於
け
る
一
加
入
者
た
る
も

ω
、
立
場
か
ら
も
、
之
を
研
究
す
る
こ

t
を
得
ゐ
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
前
者

は
‘
保
険
事
業
り
経
後
に
闘
す
る
腕
究
で
あ
h
、
後
者
は
、
家
計
若
し
ぐ
は
経
済
事
業
的
経
替
上
に
於
げ
る
保
険

利
用
内
税
先
で
ゐ
っ
て
、

-
』
れ
ら
は
、
共
に
、
経
済
準
に
於

τ、
そ
の
本
質
的
な
る
桝
究
項
目
た
る
も
の
で
は
な

〈
、
寧
ろ
後
に
越
ぷ
る
所
り
経
倍
牟
(
図
。
門
2
0『

ω-orz)
な
る
も
の
、
一
研
究
項
目
た
る
も
の
で
あ
る
。

そ
的
中
、
保
険
事
業

ω
経
後
に
閲
す
る
研
究
は
‘
保
険
事
業
を
経
笹
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
る
程
々
な
る
智

識
、
設
び
に
こ
れ
が
経
傍
に
役
立
つ
所

ω
秘
九
年
な
る
智
識
を
綜
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
に
そ
れ
自
ら
が
、

凋
立
し
て
、
経
営
事
の
一
一
分
割
判
た
り
待
る
も
の
で
ゐ
る
。
こ
の
経
倍
率
た
る
保
険

ω研
究
を
も
、
世
に
は
こ
れ
を

' ・・.・



保
険
皐
古
稀
す
る
も
の
が
ゐ
る
。
濁
逸
保
険
問
中
協
曾
(
ロ

2
宮
内
宮
崎

く
2
弘
ロ

m
U
司
〈

q
t
n
Z
E口
問
富
山

E
g
E
E
3

が
、
採
用
せ
る
見
解
り
如
き
は
、
筏
に
詳
論
す
る
が
如
〈
、
こ
の
類
に
崩
す
る
も
の
で
あ
る
o
依
に
、
私
は
、
こ

の
経
倍
率
の
一
一
分
科
た
る
所
り
謂
は
ゆ
る
保
険
事
ピ
、
経
済
皐
の
一
分
科
た
る
本
質
的
な
る
保
険
山
中
正
の
隠
別
を

明
か
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
、
そ

ωた
め
に
は
、
姑
〈
、
経
'
胤
相
官
絞
蹴
百
ピ
の
関
係
、
並
ぴ
に
そ
・

ω阪
別

に
つ
い
て
遮
ぷ
る
所
ゐ
ら
ね
ば
な
ら
泊
。

経
済
ピ
経
替
ご
は
、
共
に
、
人
類
が
物
的
資
料
を
獲
得
使
用
す
る
的
紋
態
に
存
す
る
こ
つ
の
相
で
あ
る
。
犯
の

解
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
経
済
ご
は
、
前
に
も
一
言
し
た
る
が
如
〈
、
交
換
原
則
の
下
に
於
て
、
人
類
が
そ
の
生
活

に
要
す
る
物
的
資
料
を
獲
得
伎
用
す
る
に
よ
h
て
生
十
る
所

ω
有
機
的
現
象
で
ゐ
b
、
経
且
宮
古
は
、

一
つ
の
指
導

意
思
に
よ
り
、
人
類
が
そ

ω生
活
に
要
す
る
物
的
資
料
を
獲
得
使
用
す
る
所
的
組
織
的
行
動
で
あ
る
。
経
済
は
必

や
交
換
原
則
的
下
に
存
し
、
経
替
は
必
中
指
導
意
思
的
下
に
行
は
る
。
経
済
に
は
・
指
導
怠
思

ω存
在
や
要
件
Z

し
な
い
こ
ご
は
、
岡
民
経
燐
・
陛
界
経
済
り
例
に
見
て
明
か
で
ゐ
hJ
、
経
此
官
が
、
交
換
仙
川
則
正
必
中
し
も
併
布
せ

ざ
る
こ

Z
は
、
原
始
時
代
並
び
に
想
像
せ
ら
品
、
所

ω純
然
記
る
共
産
枇
曾

ω般
銭
仁
於
り
る
人
類
的
物
的
資
料

の
獲
得
低
周
が
、

正
に
之
に
外
な
ら
F
る
に
見

τも
、
容
易
に
理
解
せ
ら
る
、
所
で
あ
ら
う
。

右
に
崎
地
べ
た
る
経
憐
正
解
脱
百
己
的
意
義
は
、
最
近
私

ω結
論
し
得
た
る
所

ωも
の
で
あ
る
か
ら
・
日
辿
-
説
正
の
比

論

接

陣
脂
血
平
山
本
質

第
二
十
六
桂

五
百
八
七

第
四
蛾

E 
-ヒ

，・ー..'吐"



論

議

保
険
倍
。
本
質

第
二
十
六
巻

五
人
A

第
四
挽

E 
F、

綾
上
多
少

ω設
明
を
加
へ
て
霞
h
p

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

経
済
な
る
も
の
、
特
性
り
一
つ

Z
し
て
、
安
抽
時
仙
川
則
な
る
も
仙
を
己
ー
り
来

h
、
a
o
r吉
岡
2
t口一
q
z
い
ふ
こ
ご

を
以
て

o
n
o
p
o
s
r
t
g
D
R
o
p
o
E
W

ご
川
町
医
別
り
標
準
正
す
る
-
』
ご
は
、
以
前
に
は
一
度
び
戚
〈
経
隣
県
者
に

よ
り
て
採
用
せ
ら
れ
た
所
で
ゐ
る
が
、
そ
の
後
、
殊
に
最
近
に
は
、
会
〈
捨
て
去
ら
れ
た
所
的
設
で
あ
る
。
例
へ

ば
、
キ
ャ
ナ
Y

は
そ
の
著
「
富
」
仁
於

τ
?
こ
の
訟
を
不
可
芭
す
る
の
理
由
ご
し
て
、
次
り
如
く
に
一
一
首
ふ
。

「
数
十
高
り
人
々
が
毎
週
』
イ
ド
.ρ

ァ

1
9
内
使
用
に
よ
っ

τ
享
楽
下
る
所

ω満
足
が
、
経
憐
上
の
満
足
で

あ
る
-
』
己
は
.

如
何
な
る
経
済
事
者
も
否
認
せ
な
い
で
ゐ
ら
う
o

併
し
、
か
〈
の
如
き
Q
m
狐
り
〕
満
足
が
、
縦

ひ
潜
在
的
性
質
に
於

τも
、
交
換
し
得
べ
量
も
の
で
ゐ
る
ご
か
、
叉
は
資
賀
せ
ら
れ
得
る
も

ωで
ゐ
る
ご
は
・

決
し
て
一
百
八
日
得
な
い
で
ゐ
ら
'
も
ま
た
・
仮
に
、
火
星
に
は
、
吾
々
の
如
主
人
類
が
住
ん
で
居
h
、
火
星
人
も

丁
度
五
回
々
の
な
す
が
如
〈
、
衣
食
住
に
お
い

τ生
活
し
て
居
る
ご
い
ふ

-
M
Z
が
畿
見
せ
ら
れ
た
正
し
て
、
経
済

間
申
者
が
・
火
足
一
人
正
吾
々
正

ω
経
済
問
肌
磁

ω比
較
を
な
さ
ん
正
す
る
場
合
に
、
真
仁
新
ら
た
な
る
後
見
に
よ
っ

て
、
火
星
人
は
私
布
財
産
制
度
を
設
り
て
居
ら
手
、
ま
た
交
換
を
も
行
っ
て
居
な
い
こ
芭
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ

一一ー一一「

た
ど
し
工
も
、
彼
は
そ
り
比
肢
を
〔
不
可
飽
叶
放
を
以

τリ
臨
脱
出
品
ニ
ご
は
な
い
で
ゐ
ら
う
。
.

克
に
、
資

民
正
い
ふ
川
崎
準
は
、
週
前
、
純
情
叫
干
に
於
て
取
扱
は
れ
て
居
ら
中
且
つ

wm憐
向
山
ず
に
於
て
取
扱
は
る
、
こ
ご
を
川
田

笠
E

己
し
な
い
所
的
多
〈
山
事
物
を
、
経
済
墜
に
持
も
古
都
す
こ
正
、
な
る
Q

人
類
の
院
由
民
ゐ
っ
て
こ
の
方
、
(
且

，，'・.・



つ
疑
ひ
も
な
く
そ
の
以
前
か
ら
)
或
械
的
性
的
尚
足
を
供
給
す
る
こ
ご
に
於

τ、
莫
大
な
取
引
が
存
在
し
て
居

っ
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
艇
情
財
ご
は
詰
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
o

宗
教
や
道
徳
に
謝
す
る
反
逆
ご
認
め
ら

る
べ
き
も
の
を
犯
す
Z
の
許
可
一
ぺ
或
時
代
に
は
公
然
記
頁
渡
苫
れ
、
ま
た
僅
な
島
袋

ω下
に
は
如
何
な
る
時

代
に
も
寅
波
さ
れ
て
居
る
が
、
如
何
な
る
人
も
二
れ
ら
を
経
済
財
正
は
認
め
な
い
で
あ
ら
う
U

」

人
類
が
、
物
的
資
料
を
獲
得
使
用
し
て
生
活
す
る
現
象
に
つ
き
、
経
済
己
い
ふ
概
念
正
、
締
替
ご
い
ふ
御
念
正

を
別
々
に
組
主
て
る
ニ
デ
乞
し
な
い
で
.
入
額
り
物
的
生
活
そ
の
も
の
を
以

τ直
L
に
経
済
正
絡
め
ん
ご
す
る
人

々
に
正
つ
て
は
、
交
換
性
正
い
ふ
ニ
芭
を
以

τ終
消
り
特
性
ご
認
な
る
こ
ご
に
何
等
hr
論
理
上
の
不
安
ぞ
成
中
る

は
、
常
然

ω
事
例
で
ゐ
品
。

キ
ャ
ナ

y

の
如
き
は
、

向。。ロ
O
同区。

z
zロ内向。ロ
O
E
K

ご
の
同
別

t
L
T
.
明
瞭
な

る
師
愉
準

4e索
め
て
結
局
成
功
せ
A
Y
、
た

uy:ROロ
ι
『
車
内
同

a
B
E
E
tし
て
、
箪
に
自
制
W

円。

E
-
J
E
F
O
に
闘

す
る
も
の
を
以
て

R
E
0日
目
。
ぜ
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら

1人
類
の
物
的
生
活
に
締
積
百
経
営
Z
の
二
相
あ
る
を

明
か
に
せ

F
る
も
の
で
あ
る
。
阪
に
、
経
済
に
劃
比
す
る
所
の
経
鋒
的
概
念
を
明
か
に
し
な
い
γ

以
上
は
・
彼
が
右

に
紹
介
し
た
る
如
き
考
を
も
つ
も
・
営
然
で
あ
る
ご
い
は
な
り
れ
ば
な
ら
前
。

併
し
、

一
度
び
当
月

z
n
E沖
ご
伊
豆
島
ご
を
概
念
上
、

は
っ
き

b
M別
し
て
、
理
解
す
る
な
ら
ば
、

キ
ャ
ナ

y
の
如
き
考
の
無
用
で
ゐ
り
且
つ
税
謬
で
ゐ
る
つ
芭
が
明
か
ご
な
る
で
あ
ら
う
。
な
を
し
て
言
は
し
り
れ
ば
、

ヤ
ナ

Y

の
奉
げ
た
る
例
に
於
て
、
火
星

ω場
人
口
仁
は
、
経
傍
が
あ
る
だ
り
で
ゐ
っ
て
、
材
料
務
は
な
(
、
火
星
人
正

論

議

五
ブL

保
胎
阜
の
本
質

第
二
十
六
巻

五
λ
丸

第
四
貌

S守

Cannan， WeaHh. p. 14・'5・
ibid.， p. 17 

1) 

2) 

・，・.. 



請

盤

保
険
回
甲
山
本
山
民

第
二
十
J
H
瞥

五
九

O

第
四
輯

プ〈
O 

吾
々
ご
に
於
て
.
比
較

ω問
題
、
」
な
h
得
る
も
の
は
、
経
済
や
経
笹
ご
い
ふ
意
味
の
も
の
で
は
な
〈

τ、
た
い
物

的
資
料

ω
獲
得
使
用
に
よ
る
生
活
ご
い
ふ
意
味
の
も
り
で
ゐ
る
o

而
L
て、

』
イ
ド
川
ァ

l
h
y
に
於
げ
る
満
足

は
、
吾
々
が
花
鳥
風
月
を
幾
む

ω揃
足
正
和
制
削

efMじ
〈
す
る
も
の
で
、
明
か
に
経
済
上
の
満
足
で
は
な
(
、
性

的
揃
足
の
取
引
や
、
犯
非
や
不
道
徳
許
可
的
資
質
は
、
そ
が
資
質
せ
ら
る
、
限
b
は
.
殿
然
ご
し
て
経
済
上

ω性

質
を
も
っ
・
二
九

一
般
商
品
ご
異
る
所
は
な
い
。

か
〈
て
、
な
は
、
経
済
に
は
交
換
り
原
則
の
行
は
る
、
こ
ど
を
要
件

t
認
む
る
の
で
ゐ
る
が
、
そ
れ
Z
均
1
〈

経
営
に
は
、
指
一
導
意
思

ω存
在
を
要
件
己
認
む
る

ωで
ゐ
る
。
指
導
意
思
ご
い
ふ
は
、
何
等
か
の
目
的
を
も
っ
所

の
意
思
で
あ
る
o

故
に
、
或
は
単
に
目
的
ご
い
っ
て
も
よ
い
。
人
間
的
行
動
を
指
導
す
る
所
的
意
思
で
あ
る
。
こ

の
意
思
は
・
行
動
者
自
身
が
も
っ
ニ
己
ゐ
ホ
ヘ
戒
は
行
動
者
以
外

ωも
ωが
之
を
も
ち

τ行
動
者
を
そ

ω命
に
よ

。
行
動
せ
し
む
る
こ
ご
も
あ
る
。
郎
ち
‘
経
替
に
於

τは
、
物
的
資
料

ω獲
得
使
用
を
何
等
か
の
目
的
に
適
合
す

る
柏
町
に
符
ム
所
川
り
、
者
〈
は
行
は
し
め
ら
る
、
所
り
、
組
織
ゐ
る
行
動
が
与
在
す
る
こ
ご
が
そ
の
特
質
で
ゐ
る
。

そ
し
て
、

そ
れ
は
・
必
宇
し
も
交
換
胤
則
的
下
に
行
は
る
、
を
要
し
な
い
げ
れ
ど
も
、
ま
た
そ

ω下
に
行
は
る
、

司
一
ご
も
、
も
ご
よ
り
可
能
な
る
も
の
で
ゐ
る
o
経
替
が
交
換
原
則
的
下
に
行
は
る
、
場
合
に
は
、
純
岨
宮
正
経
済
芭

が
同
時
に
存
在
す
る
。
今
日
に
於
て
は
、
続
替
は
、
総
て
経
済
Z
岡
崎
に
存
在
す
る
。
郎
も
、
闘
・
採
り
則
政
も
一

，・..'町，，'
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つ
の
経
笹
で
あ
h
、
闘

E

採
り
行
ふ
所

ω各
純
り
経
済
上
り
政
策
、
郎
ち
陶
枕
政
策
、
金
融
政
策
、
取
引
所
政
策
、

等
の
賞
行
は
い
づ
れ
も
各
l
経
畿
で
ゐ
h
、
更
に
品
目
枇
り
経
済
芭
い
は
る
、
も

ωも
一
つ
の
絞
替
り
下
に
ゐ
る
も

の
で
ゐ
b
・
家
計
も
一
つ
の
経
畿
で
ゐ
b
・
ま
た
、
間
半
生
が
・
父
兄
よ
h
受
〈
る
一
定

ω事
交
を
以

τ毎
月
的
生

活
を
替
む
も
一
つ
の
経
畿
で
め
る
。

一
ワ
の
指
導
意
思
に
よ
ち
、

人
類
が
.

そ
の
生
活
に
要
ず
る

総
帥
官
ご
い
ふ
こ
£
を
以

τ右
に
遁
よ
る
が
如
〈
、

物
的
資
料
を
獲
得
使
用
す
る
所

ω組
純
的
行
動
で
わ
る
ご
解
す
る
な
ら
ば
、

ζ

の
経
皆
吉
い
ふ
こ
ど
は
、
頗
る
返

代
的
意
識
を
も
っ
こ
ご
、
な
る
炉
ら
、

そ
れ
は
漸
〈
近
代
に
至
っ
て
費
生
し
た
る
現
象
で
ゐ
る
が
如
〈
見
ゆ
る
り

れ
ど
も
・
貨
は
、

人
類
が
交
換
原
則
に
よ
っ
て
物
的
資
料
の
獲
得
使
用
を
な
す
制
度
を
創
む
る
以
前
よ
り
、
阪
仁

存
在
し
た
る
所
で
ゐ
る
c

郎
も
、
例
へ
ば
、

か
の
市
川
雇
民
族
ご
い
は
る
、
も

ωが
、
そ
凶
生
活
を
倍
h
u

に
っ
そ

気
候
風
土
に
騰
じ
、
牧
草
の
川
什
宇
治
を
考
慮
し
、

一
定

ω目
的
方
向
を
定
め
て
、
之
仁
従
つ

τ群
畜
を
牧
養
し
穴
る

は
、
正
に

ニ

ω経
替
で
め
る
。
獅
逸
話
に
於
て
は
、
経
俸
を
国
内
庄
内
『
正

ν
ふ
の
で
あ
る
が
、

こ
の
言
葉
は
群

者
を
牧
晶
食
す
る
こ
ご
を
意
味
す
る
所
り
働
詞
言
F
S
よ
り
出
で
た
る
も
の
で
ゐ
品
。
故
に
犯
は
、

こ
の
二
つ
の

言
長
白
煙

ω閥
係
よ
り
見

τ、
経
修
正
い
ふ
概
念
の
淵
源
は
、
遺
〈
‘
遊
放
民
族
時
代
に
在
る
ニ
子
宮
想
像
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
し

t
、
そ
の
後
、
分
業
が
起
り
、
物
的
資
料

ω獲
得
使
用
が
交
換
原
則

ω下
に
行
は
る
、
や
ヨ

論

叢

第
二
十
六
巻

第
四
披

保
胎
盤

-e本
質

'li 
九

，
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叢

保
険
剛
申
白
本
質

第
二
十
六
昏

論

E 
ブL

第
四
韓

に
な
h
、
貨
鮮
が
交
換
り
媒
介
た
る
役
目
を
つ
ご
む
る
ニ
ご
、
な
b
τ
、
経
済
ご
い
ふ
も
の
が
後
遺
し
て
か
ら

は
.
経
笹
は
す
べ
て
枇
曾
経
済
に
包
被
せ
ら
る
、
こ
言
、
な
っ
た

ωで
あ
る
。

今
、
粧
品
目
が
総
務
に
包
税
引
』
ら
れ
た
る
推
移
を
考

F

フ
る
に
、
人
聞
が
他
人
ご
の
、
殊
仁
多
数

ω他
人
E-の
、
岡

崎
生
活
の
場
合
仁
於

τは
、
何
等
か
の
も
の
じ
よ
b
、
彼
等
の
物
的
資
料

ω
獲
得
使
用
が
統
制
せ
ら
れ

τ居
ら
な

け
れ
ば
な
ら
心
。
然
ら
呂
れ
は
、
生
活

ω安
等
を
望
む
こ
ど
を
得
な
い
か
ら
で
め
る

Q

散
に
、
多
数
人
の
物
的
資

料
の
獲
得
使
加
が
、
或
一
人
的
カ
、
若
L
〈
は
意
思
に
よ
っ
て
、
統
制
ゼ
ら
れ
得
る
場
合
仁
は
.
例
へ
ば
前
山
地

ω

遊
牧
民
族

ω如
き
場
合
仁
は
、
物
的
生
活
は
単
に
総
省

ω下
仁
街
は
れ
て
居
つ
れ
れ
。
然
る
に
、
利
食
関
係
が
次
第

じ
複
雑
、
己
な
b
、

が
多
利
多
徐
に
な
b
、
調
は
ゆ
る
分
業
が
行
は
る
、
-
』
正
、
な
る
ご
共
仁
、
他
方
仁
於
て
は
、
戒
一
人
の
カ
を
以

て
は
、
到
底
‘
各
人

ω物
的
資
料

ω獲
得
促
加
を
統
制
し
得
ぎ
る
ほ
U
」
に
、
そ
の
一
枇
曾
が
繍
大
す
る
に
歪
つ
て

は
、
或
一
人

ω指
導
意
思
は
、
こ
の
枇
一
曾

ω構
成
員
た
る
各
人
の
物
的
資
料

ω獲
件
使
用
に
謝
す
る
統
制
力
を
失

一
方
に
於
工
は
、

一
つ
の
枇
一
曾
を
な
す
別
的
多
数
人
的
凶
館
内
に
於
て
、
生
而
H
A
'

る
腕

ω
も
の

ふ
こ
吉
、
な
る
。
か
、
る
ご
き
に
至
っ
て
、
或
一
人
の
指
導
意
思
に
代
つ

τ、
次
第
に
統
制
作
用
を
現
は
す
こ
ご

、
な
っ
た
も
の
が
前
に
遁
べ
た
る
交
換
り
原
則
な
る
も

ω
で
め
る
。
か
〈
て
、
今
日
見
る
が
如
〈
、
交
換
り
原
則

に
よ
b
て
.
人
類
的
物
的
資
料
的
獲
得
使
用
が
統
制
せ
ら
れ
、

こ
れ
に
よ
り
て
各
人
を
建
帯
的
に
結
び
付
く
る
所

意
思
は
な
い
。
た
¥

そ
れ
が
郎
も
経
一
泊
で
ゐ
品
。
故
に
経
桝
告
れ
自
ら
に
は
、
何
等
り
指
出
場

こ
の
経
済

ωう
も
じ
ゐ
る
所
の
、
各
偶
人
若
し
く
は
そ
の
小
集
凶

ω物
的
資
料
的
獲
得
使

の
有
機
的
組
械
が
生
じ
に
的
で
ゐ
る
が
.

一...........・



も
ご
よ
ち
何
等
か
の
指
導
意
思
に
よ
ち
て
行
は
る
、
の
で
あ
る
。
故
に
、

債
が
ゐ
る
o

併
し
、
こ
の
場
合
的
経
傍
は
、
純
日
併
ご
併
一
作
[
、
そ
れ
に
包
被
せ
ら
れ
た
る
終
鋒
で
ゐ
っ
て
・
前
に

述
べ
た
る
が
如
〈
前
一
剛
家
り
財
政
も
J
株
式
品
目
枇

ω訓
業
も
、
一
家
族
内
家
計
も
・
脅
か
〈
の
如
き
も
の
で
ゐ
る
。

か
く
て
、
吾
々
の
物
的
生
活
に
於
て
は
、
交
換
瓜
則
に
よ
h
て
有
機
的
に
構
成
ゼ
ら
れ
た
る
世
界
純
燐
・
若
し

〈
は
、
枇
合
経
済
、
戒
は
凶
民
純
憐
正
い
ふ
も
の
、
う
ち
に
、
或
は
併
立

L
戒
は
重
復
す
る
所
的
幾
多
山
町
粧
品
官
が

用
は
、

こ
、
に
は
、
依
然
ご
し
て
、
経

あ
っ

τ、
そ

ωう
も
に
め
っ

τ物
的
資
料
的
獲
得
使
用
を
な

L
て
居
る
の
で
あ
る
。
放
に
、
吾
々
が
、
物
的
資
料

を
生
産
省

ι〈
は
消
費
す
る
範
凶
内

ω行
動
は
、
必
ら
ず
一
つ
の
材
料
借

ωう
も
仁
ゐ
る
で
あ
る
か
ら
も
そ
れ
は
何

等
か
り
指
導
意
思
に
よ
り

τ行
は
れ
る
o

併
し
、
之
を
大
き
〈
包
被
し
て
居
る
所
山
も

ω
は
‘
世
界
総
務
・
副
品
目

縦
憐
お
し
〈
は
凶
民
総
憐
で
ゐ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
折
治
拡
思
は
な
〈
、
交
換

ω
原
則
が
支
配
を
L
て
居
て
、
こ

れ
に
よ
り

τ白
倒
的
な
統
制
作
刈
が
行
は
れ
て
居
る
ど
り
で
ゐ
る
む

世
川
抑
縦
幅
制
‘
刑
品
日
経
新
並
び
に
闘
民
総
務
ピ
い
は
る
、
も
の
に
は
、
交
換
原
則
が
統
制
作
用
を
行
っ
て
居
る
ご

之
を
統
一
的
仁
総
括
す
る
所
り
指
場
一
い
に
凪
が
な
い
か
ら
・
之
に
包
被
せ
ら
晶
、
一
加
の
各
倒
的
経

は
い
ふ
も

ω
、、

腕
軒
(
訟
は
ゆ
る
例
別
経
憐
)
り
指
導
意
出
が
、
相
互
に
完
全
な
る
聯
絡
を
紋
さ
戒
は
全
般
的
な
る
生
産
消
殺
に
闘
す

抑
測
を
鋭
与
、
戒
は
泌
解
に
基
〈
判
断
に
よ
b
そ
の
行
動
宇
品
伴
し
、
そ
れ
が
た
め
世
界
経
燐
、
刑
合
経
済
並
び
に

闘
民
総
憐

ω肱
宮
山
止
に
山
相
官
官
A

ぼ
す
こ
正
が
ゐ
品
。
生
出
陣
地
多
、
恐
慌
夫
刷
群
衆

ω後
生
り
如
き
は
、
こ
れ
で
ゐ

る
o

故
に
、
人
類

ω物
的
資
料

ω獲
得
使
加
は
、
全
般
的
に
、
之
を
一
つ
の
指
導
志
川

b
i
-
-
倒
的
自
然
人
の
指

論

議

第
四
鋭

保
険
晶
ら
本
質

第
二
十
六
巻

主

プL
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叢

保
険
曜
の
本
質

論

第
二
十
六
巻

五
九
四

諮
問
披

〆、
四

導
意
思
若
し
〈
は
多
数
自
然
人
り
合
議
に
よ
る
所
り
指
導
意
思
ー
ー
に
よ
b
て
統
括
せ
ん
申
』
正
を
考
案
す
る
も
の

同町司『四階争ーー・4ー・l

が
ゐ
る
o

か
〈
の
如
き
企
制
は
、
生
産
物
が
各
人
的
欲
求
を
充
ず
に
豊
富
で
ゐ
争
、
各
地
方
的
生
産
消
盛

ω獄
磁

に
闘
し
甚
花
正
硲
な
る
判
断
を
な
し
得
る
明
教
が
ゐ
h
・
生
産
物
の
配
給
仁
勺
き
肱
滞
す
る
所
な
き
刷
滑
な
る
行

動
を
な
し
得
る

ω組
制
が
備
は

b
、
且
つ
統
制
者
に
絶
大

ω椛
カ
が
ゐ
る
の
で
な
り
れ
ば
、
十
分
な
る
放
岡
市
を
期

待
L
得
る
も
の
で
は
な
い
。
併
し
般
に
か
〈
の
如
き
こ
ご
が
行
は
る
、
も
の
E
せ
ば
・

そ
の
場
合
に
は
、
交
換
原

則
に
よ
る
白
倒
的
統
制
が
庖
せ
ら
れ
て
、
指
導
怠
忠
に
よ
る
意
織
的
統
制
が
行
は
れ
、
そ
れ
に
よ
b
て
人
煩

ω物

的
資
料
り
獲
得
伎
刷
が
行
は
る
、
り
で
あ
る
炉
ら

巳
じ
経
済
古
い
ふ
も
の
が
消
滅
し
て
、
ま
た
緩
借
り
み
が
存

在
す
る
こ
吉
、
な
る
。

純
比
百
己
い
ふ
概
念
は
、
最
近
に
至
h
、
多

f
の
血
干
者
に
よ
b
て
用
ゐ
ら
る
、
や
う
に
な
っ
た
も
の
で
ゐ
る
が
、

未
に
通
説
ご
誌
な
ぺ
き
程
度
に
ま
で
も
意
見

ω
一
致
を
見
る
に
至
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
私
が
右
に
述
べ
た
る
経

雌
百
り
概
念
も
、
悲
一
倒
的
訟
で
ゐ
つ

τ、
未

r如
何
な
る
曲
学
者
に
よ
っ
て
も
稿
へ
ら
れ

F
る
所

ωも
ω
で
ゐ
る
。

元
来
、
経
傍
己
い
ふ
概
念
が
縦
隣
接
者
に
よ
っ
て
用
ゐ
ら
れ
た
の
は
、
主
正

L
て
、
企
業
(
ロ
ロ
Z
2
0
U
E
5
m
)
苫

帆
開
立
し
て
で
あ
っ
て
、

か
の
カ

1
ル

7
P
M
A
ぴ
ト
ラ
旦
ト
の
研
究
に
随
件
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
o

そ
し
て
、

或
は
、
企
業
は
統
一
的
指
弾
の
下
じ
め
る
事
業
車
位
(
同
日
各
自
民
n
F
O
回
忌
白
骨
)

場
所
的
並
び
に
人
的

ω単
位

で
ゐ
・
り
、
経
替
は
経
掛
活
動
の

(
印

a
r
u
n
a
ロ
ι
ヲ叫「
ω
O
E
t
F
O

何一戸
F
n
一再三円
h
u
n
F釦
丘
町
F
O
円
固
め
【
伽
口
問
巴
ロ
向
)
で
あ
る
ご

， 

a
 e
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設
〈
も
の
あ
h
，
(
シ
ュ

毛
一
フ
ア
)
、
或
は
、
問
中
に
、
企
業
は
経
済
的
四
十
位
(
三
号
o
Z
2
0
r
o
同
『
昏
何
回
円
}
で
ゐ
h
、
経

替
は
技
術
的
単
位
(
昨
日
r
E
R
r何
回
日

E
円
)
で
あ
る
ご
穆
ふ
る
も
の
が
あ
ら
(
フ
ッ
ク
1
)
円
或
は
純
替
に
庚
義
Z

狭
義
子
炉
』
一
分
も
、
廃
義
に
於
て
は
、

「
継
続
的
作
業

ω目
的
を
法
す
る
た
め
の
仕
組
」
(
〈
O
B
E
C
Eロ
m
g

N
唱
の
の
押
印
沙
門
仲
間
2
0同
N
H
2
5
4
2
r
Z
H
Zゎ
r
E口
問
)
で
あ
っ
て
、
狭
義
に
は
作
業
経
鋒
(
足
。
「
F
Zロ
m
Z
)
Z
抑
制
機
級
品
百

(
」
認
告
の
宮
沖
ω『ぬ片岡山町
to)
又
は
利
用
級
品
百
(
く

2
2ュEmω
広
三
任
。
)
の
こ
う
が
ゐ
b
、
企
業
ご
は
資
本
家
的
経
憐

組
織
'
的
経
済
形
態
で
あ
っ
て
、
抽
象
的
な
る
一
単
位
を
な
す
も
の
で
‘
事
業
(
の

g
n
E
3
Z
い
は
る
、
も
の
で

あ
る
苫
い
ふ
も
の
が
ゐ
る
(
ゾ
ム
バ
ケ
ニ
ο

か
〈
の
如
〈
、
企
業
正
掛
比
せ
ら
る
、
終
鐙

ω概
念
に
つ
い
て
は
、

そ
の
設
に
殆

y-蹄
一
す
る
所
な
き
か
の
凱
が
ゐ
っ
た
o

併
し
、
ま
た
、
大
慨
に
於
γ
一
級
後
合
以

τ技
術
的
方
面

ω

も
の

Z
認
U
る
が
如
き
貼
に
於

τは、
一
致
す
る
や
う
で
も
あ
っ
た
。

然
る
に
、
近
来
、
真
に
、
濁
逸
に
於
て
は
、
謂
は
ゆ
る
耐
靴
修
経
済
学
(
国
内
門
口
町
『
回
三
岡
市
闘
の
宮
町
ω
一
岱
日
)
者
し
〈
は

腕;fJ..
究。絡
がiJ!f
4貨準
表(
せ tF
らヨ
れ z

・

が宮
口4

5凶
沖

'" 
" "" 0 

な
る
も
の
が
盛
ご
払
b
、
バ
ァ
ペ
、

ラ
イ
ト
ナ
ァ
、

一
ク
リ
ッ

V

ユ
等
の

そ
れ
ら
仁
於
て
も
杭
必
円
以
要
す
る
に
緩
携
行
動
に
於
け
る
技
術
的
方
面
に
閲
す
る
も

の
で
あ
る
ヰ
い
ふ
貼
に
於

τは、
そ
の
見
方
に
越
化
な
き
が
如
〈
で
あ
る
τ

。
併
し
そ

ω詞
は
ゆ
る
技
術
的
古
い
ふ

は
、
工
業
的
若
し
〈
は
自
然
科
山
中
的
技
術
に
け
を
立
味
す
る
川
リ
で
は
な
(
、

商
業
的
技
術
若
し
〈
は
替
利
的
役

術
、
及
び
算
数
合
計
的
技
術
を
も
世
帯
ろ
多
〈
意
味
す
る
こ
ご
に
な
っ
h
L

の
は
、
幾
分
か
路
管
ピ
い
ふ
概
会
の
議
選
一

A市

議

保
険
阜
の
本
質

部
一
十
式
怨

五
九
五

第
四
披

，、
:rr 

，'f' 

N
d
n
M
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両市

設

第
二
十
六
巻

、A

、
''J' 

第
四
琉

五
九
六

保
脆
臥
ー
の
本
質

を
現
は
す
も
の
で
あ
ら
う
。

こ

ω企
業
ピ
謝
比
す
る
概
念
己
し
工
の
経
持
は
‘
私
を

L
て
い
は

L
む
れ
ば
、
前
に
越
ぺ
た
る
意
義
に
於
付
る

経
替
り
狭
義
仁
蛍
る
も
の
さ
見
倣
す
べ
き
も
の
で
ゐ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
「
一
つ
山
り
{
統
一
せ
ら
れ
た
る
)
借

業
政
策

ω下
に
笹
ま
る
、
事
業
組
械
」
で
ゐ
る
正
解

L
、
こ
れ
に
謝
比
す
る
所

ω企
業
を
以
て
、
「
損
篠
崎
胤

ω主

慨
た
る
所

ω経
済
単
位
」
で
ゐ
る
ご
解
す
る
も

ωで
ゐ
る
0

・郎
L
・
民
議

ω
経
倍
に
於
り
る
「
一
つ
的
指
導
芯
忠
仁

よ
h
」ご

ν
ふ
も
の
は
.
狭
義

ω
経
訟
に
於
ー
は
、
「
一
つ
の
(
統
一
せ
ら
れ
た
る
)
修
業
政
策

ω
下
に
」
ご
い
ム
こ

己
、
な
ha
、
康
義
に
於

τ、
「
人
知
が
そ
的
生
活
仁
要
V

る
物
的
資
料
を
独
特
使
則
す
る
所
的
組
制
的
行
動
」
ご
い

ふ
も
の
は
、
狭
義
に
於

τは
、
問
中
に
「
事
業
組
制
」
ピ
な
る

ω
で
あ
る
。
怠
が
、
如
何
に
し
て
、
企
業
及
び
級
僚
を

か
〈
の
如
〈
に
解

t
る
に
至
・
り
わ
ι
る
か
ご
い
ふ
こ
ご
に
つ
い
て
は
、
従
来

ω諸
島
a

設
に
謝

τる
批
評
ご
、
右
の
私

の
設
に
謝
す
る
新
干
の
説
明
ピ
を
必
要
ピ
す
る
の
で
ゐ
る
が
、

そ
は
本
論
に
直
接
関
係
す
る
も
の
で
も
な
い
か

ら
、
之
を
別
の
機
曾
に
謀
b
.
こ
、
に
は
‘
紙
管
事

t
L
て
の
保
険
平
な
る
も
の
を
説
明
す
る
の
順
序
正
[
て
必

裂
な
る
飽
聞
に
-
』
の
詑
明
を
止
め
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
い
v
、
私
の
こ
の
訟
に
や
、
近
、
き
も
の
言

L
f・、

ρ

ァ
ベ

の
次
の
文
言
を
皐
〈
る
-
」
苫
は
必
す
L
も
無

mω
一
】
ご
で
は
あ
る
ま
い
。

「
私
の
見
る
己
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
経
借
ご
い
ふ
言
葉
に
は
、
経
隣
上
、
物
を
作
&
リ
上
げ
形
成
す
る

Z
要
素

(
岳
切
ヨ
o日
日
】
月
号
弘
。
r
oコ
0
5
5
F
S
何
日
号
E
昨
日
出

E
己

G
E
E
-
Z
E
)

が
寧
ろ
多
〈
言

υ表
は
さ
れ
、
企
業
芭
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い
ふ
言
一
莱
の
な
か
に
は
、
資
本
的
損
失
的
恐
れ
ゐ
る
投
機
的
関
係
的
考
へ
が
、
優
れ
て
居
る
引
」

き
て
、
経
済

ω意
義
、
並
び
に
経
笹

ω庚
狭
山
り
一
一
義
は
、
右
に
越
ぺ
た
る
所
に
よ
っ
て
明
日
に
な
っ
た
・
』

t
、

思
ム
。
保
険
皐
が
、

そ
の
本
質
的
側
域
を
泣
〈
所

ω
経
隣
町
中
は
、

-
』
の
経
済
を
研
究
客
館
正
す
る
も
の

T
ゐ
る
。

印
も
、
人
類
が
、
そ
の
生
活
に
要
す
る
物
的
資
料
を
・
交
換
原
則
の
下
に
於
て
、

獲
得
使
用
す
る
仁
よ
り
て
生
宇

る
所
の
有
機
的
現
象

ω本
質
ご
作
用
ご
を
研
究
す
る
山
学
問
で
あ
る
。

十
』
の
間
半
間
に
於
て
は
、
右
の
本
質
ご
作
用
ご

の
附
明
ぞ
れ
自
慨
に
そ
の
使
命
が
あ
り
、

-
』
の
間
半
間
を
構
成
す
る
所
の
智
識
は
.
こ

ω本
質
ご
作
則
子
宮
岡
明
す

そ
れ
ら
の
智
識
が
何
等
か
の
目
的
に
役
立

る
こ

t
e
r・
中
心
ご

L
τ
館
系
付
け
ら
れ
て
居
る
の
で
ゐ
る
。
そ

L
て、

つ
や
否
や
は
、
山
学
問
ゆ
成
立
に
関
係
な
き
所
で
ゐ
る
。

純
明
日
間
中
に
は
、
問
山
義
り
縦
曲
目
を
研
究
客
健
と
す
る
も
の
え
狭
義
り
総
畿
を
研
究
客
健
ど
す
る
も
の
ご
が
あ

一
つ
の
指
場
意
思
に
よ
ち
、
人
類
が
そ

ω
一
生
活
に
要
す
る
物
的
資
料
を
獲
得
使
用
す
る
所
的
組
織

る
o

前
者
は
・

的
行
動
に
つ
い
て
研
究
す
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
間
早
に
、
経
後
半
己
い
ふ
べ
き
も

ω
で
ゐ
h
、
現
在
に
於
て
は
未
に

そ
の
完
、
古
形
の
も
の
が
出
来
上
う
て
は
屈
な
い
け
れ
ど
も
、
財
政
事
並
び
に
経
済
政
策
苧

(当日去の
Z
8
0一日
zq

]
O
F

日
)
な
ど
は
之
に
一
嵐
す
る
も
の
で
め
る
。
叫
偶
者
は
、

一
つ
の
偉
業
政
策

ω下
に
潜
ま
る
、
事
業
に
つ
き
研
究
す

る
の
で
ゐ
っ
て
、
或
州
の
事
業
に
於
て
は
.

そ

ω目
的
を
途
成
す
る
た
め
に
、
如
何
な
る
事
業
組
織
を
以
て
し
、

自首

鍵

，、
.t 

保
険
ゅ
の
本
質

第
ニ
十
武
容

E
1
t
 

俸
制
融
制
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論

鏡

保
険
事
四
本
質

第
二
十
六
巻

第
同
捜

，、
A 

五
九
λ

如
何
な
る
替
業
政
策
を
古
る
ぺ
き
で
あ
る
か
、
そ
の
営
業
政
策
を
最
も
完
全
に
遂
行
す
る
に
は
如
何
な
る
こ

z
e

な
す
べ
き
で
あ
る
か
、

ぜ
い
子
』
子
伊
】
碗
究
す
る
の
で
あ
る
o

調
は
ゆ
る
経
替
経
燐
血
宇
宙

azoE喜一円
g
n
g旨
a

-ozと
な
る
も
の
は
こ
れ
で
あ
る

o皐
者
に
よ
h
て
は
、
之
に
私
経
済
皐
(
司
Z
2
7
1注
目

Eprro)な
る
名
締
を

奥
う
る
も
の
も
あ
る
。

こ
の
民
義
若
し
(
は
狭
義
の
維
後
に
闘
す
る
碗
宛
は
、

ν
づ
れ
の
場
合
に
於
て
も
、
も
山
り

、
本
質
若

L
〈
は
作
用
を
附
明
す
る
を
以
て
そ
の
使
命
ご
す
る
の
で
は
な
〈
、
或
は
指
導
意
思
ご
い
ひ
、
戒
は
祭

業
政
策
ご
い
は
る
、
所
の
、
何
等
か
の
目
的
仁
役
立
つ
こ

Z
を
以

τ、
ニ
の
皐
問
の
使
命
ご
す
る
の
で
ゐ
る
。
郎

も

こ
の
率
問
を
構
成
す
る
所

ω智
誠
は
、
間
早
に
或
る
目
的
に
役
立
つ
己
い
ふ
こ
己
の
た
め
に
、
稲
々
な
る
率
問

の
う
も
よ
り
選
抜
し
来
っ
て
綜
合
せ
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
ら
は
各
Z
そ
れ
自
ら
の
素
質
に
於
て
は
、
か
〈
の
如

き
綜
合
の
下
に
ゐ
り
て
は
一
つ
の
健
系
に
組
締
付
け
ら
る
べ
き
聯
絡
ぞ
抽
腕
、
言
¥
従
つ

τ
一
つ
の
柿
矧
を
形
成
す
る

の
共
通
な
る
素
質
を
も
た

F
る
も
の
で
ゐ
る
o
放
に
、
経
傍
準
な
る
も
の
は
、
或
目
的
に
役
立
た
し
む
る
が
た
め

に
柿
猟
を
異
に
す
る
色
々
な
智
誠
を
綜
合
し
て
成
立
つ
も
の
で
あ
る
。

締
替
じ
閲
す
る
m

中
間
は
、
民
議
に
於
け
る
制
抑
制
留
を
税
先
封
象
ご
す
る
所
の
、
単
に
純
倍
率
己
郁
す
る
も
の
に
於

τも
・
ま
た
は
、
狭
義
的
経
営
を
研
究
劃
象
正
す
る
所

ω謂
は
ゆ
る
級
替
経
済
噂
な
る
も
の
に
於
て
も
、
要
す
る

に
、
鹿
(
言
へ
ば
物
的
資
料

ω
獲
得
使
川
に
、
狭
〈
し

τも
一
つ
の
管
業
政
策
的
遂
行
に
、

役
立
つ
所
り
諮
問
刊

ω

智
誠
の
綜
合
で
ゐ
る
か
ら
、
4
の
皐
問
の
内
容
を
構
成
す
る
も
の
、
う
も
、
最
も
重
き
を
な
す
も
の
は
、
今
日
に

"・'.'‘.・



於
て
は
、
経
済
に
閲
す
る
智
誠
で
ゐ
る
。
印
も
、
交
換
原
則
に
支
配
せ
ら
る
、
物
的
生
活
を
基
礎
E
し
て
後
展
せ

る
現
象
に
閲
す
る
智
誠
で
ゐ
る
o

放
に
、
経
M

宵
山
地
干
は
・
最
も
多
〈
純
焼
事
の
智
誠
よ
り
成
り
立
つ
。
併
し
、

れ

に
ゐ
り
て
は
、
或
目
的
に
役
立
つ
ご
い
ふ
関
係
に
於
て
、
経
済
問
中
の
智
誠
が
集
め
ら
れ

τあ
る
に
り
で
あ
っ
て
、

経
済
学
ぞ
れ
白
憾
に
於
げ
る
が
如
〈
、
如
何
な
る
目
的
ご
も
捌
係
な
，
¥
た
い
V

智
識
自
健

ω相
瓦
附
聯
牲
に
よ
ら

1
健
系
を
な
せ
る
ご
は
金
〈
趣
き
を
異
に
す
る
も
り
で
ゐ
る
。
殊
に
、
純
倍
率
は
、
今
日
に
於
て
も
、
経
済
般
の

智
識
り
み
よ
h
成
立
す
る
も
り
で
は
な
〈
、
法
体
卒
、
曾
計
m午
、
数
学
の
智
識
の
如
き
は
、
品
航
〈
ぺ
か
ら
さ
る
も

の
で
ゐ
ち
、

そ
の
外
、

H
的
り
如
何
に
よ
b
t
・
自
然
科
卒
に

Mmす
る
勝
間
の
智
識
を
必
要
ご
す
る
も
の
で
あ
る
。

印
も
、
経
且
冨
鼎
は
、
経
憐
率
、
法
律
卒
、
品
目
前
山
中
、
数
等
を
初
め
ご
し
て
・
美
腕
干
、
心
理
母
、
剖
肌
曾
向
学
、
及
び
、

そ
れ
自
健
併
に
自
然
科
卒
よ

b
ゆ
一
う
の
服
用
事
で
ゐ
る
所

ω、
例
へ
ば
機
械
工
準
、
建
築
事
、
包
気
工
卒
、
製

越
化
学
、
衛
生
卒
、
掛
晶
一
九
等
的
智
識
を
綜
合

L
、
之
を
成
目
的
へ
路
用
す
る
の
率
問
で
あ
る
。
般
に
、
経
営
夙
ず

は
、
こ
の
勅
に
於

τも
、
経
済
皐
古
典
り
、
全
然
一
つ
の
肱
崩
事
た
る
も
の
で
あ
る
。

純
済
撃
の

経
営
陣
T

の

一
分
科
ご
し
て
の
本
質
的
な
る
保
険
撃
さ
、

一
分
科
ざ
し
て
の
謂
は
ゆ
る
保
険
撃

hr
〈
の
如
(
、
経
済
事
ご
縫
替
血
午
ご
の
匝
別
を
立
て
、
、

き
て
、
保
険
に
閲
す
る
率
問
の
所
属
を
考
へ
て
見
る

に
、
保
険
ご
い
ふ
現
象
は
、
前
に
遁
ぺ
た
る
が
如
〈
、

判
品
有
様
を
基
礎
ご
し
、
交
換
原
則
の
下
に
人
狐
が
物
的
資

諭

襲

保
険
皐
の
本
費

第
二
十
六
巻

査
九
九

第
四
肢

~. ，、
A 
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論

議

第
二
十
大
巻

七
O

六
O
O

第
四
批

開
険
唱
の
本
質

料
を
獲
得
使
用
す
る
場
合
に
の
み
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
者
し
各
人
が
、
老
の
必
要
仁
肱
じ
て
、
若
し
く
は

そ
の
欲
求
に
肱

ιて
、
物
的
資
料

ω
獲
得
使
用
を
な
[
得
る
も
の
な
ら
ば
、
保
険
な
る
色
の
は
存
在
せ
き
る
も
の

で
ゐ
る
o

帥
も
、
保
険
は
経
済
己
終
始
す
る
所
内
乱
肌
品
目
的
現
象
で
あ
る
o

伎
に
、
保
険
事
は
、
そ
の
本
質
に
於

て
、
あ
く
ま
で
も
経
済
率
で
あ
る
こ
正
は
、
何
等

ω疑
ひ
が
な
い
。

然
ら
ば
、
保
険
山
中
は
、
経
済
感
じ
於
1
、
如
何
な
る
理
由
仁
よ
h
狗
立
の
一
部
門
を
構
成
す
る
か
。
そ
れ
は
・

保
険
ご
い
ふ
現
象
は
、
他

ω総
務
現
象
ご
成
る
駄
に
於
て
み
」
く
巣
る
特
妹
性
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
的
も
フ
ユ

F

ピ
の
言
へ
る
が
如
く
、
保
険
に
於

τは
、
偶
然
的
古
川
戚
的
た
め
じ
偶
然
り
別
加
(
〔
一
言
〉

5
E
E口
同

ι
E
N
S
F
-
z

N
E
C
号。コ
i
E
E叫
且

g
p
E
Z
)
ご
い
そ
エ
」
が
そ
の
特
性
を
な
す
が
放
に
、
他
の
経
済
現
象
ご
異
る
山
中
象
を

主
L
、
特
殊
の
法
則
の
下
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
o

詳
L
〈
言
へ
ば
、
保
険
は
前
に
遁
べ
た
る
が
如
〈
、
偶
然
な
る

事
件
に
よ
h
て
曲
川
市
市
に
於
け
る
物
的
資
料

ω
獲
得
使
川
が
妨
げ
ら
る
、
.
』
ピ
な
か
ら

L
む
る
わ
九
的
仁
、

h
'
i
i
 

そ
抗
僻
然

な
る
事
件
に
趨
泌
す
る
の
可
能
ゐ
る
多
数

ω場
合
を
大
教
法
的
に
机
察

Lτ
、
之
に
一
定
的
規
作
ゐ
る
守
】
ご
を
扱

見
し
、
之
を
基
礎
ご
し
て
総
務
準
備
を
な
す
の
仕
純
で
あ
る
。
放
に
こ
の
保
険
に
於
一
ー
は
、
経
済
行
結
局
が
特
殊
な

る
一
定
凶
計
制
の
下
仁
行
は
れ
、

そ
れ
を
規
伴
す
る
所

ωも
仰
は
、
個
々
の
場
合
に
於
け
る
偶
然
が
多
数

ω場
合

に
は
消
滅
す
る
ご
い
ふ
法
別
で
あ
る
。

-
}
れ
あ
る
が
た
め
、
保
険
は
経
済
現
象
的
う
も
に
て
も
特
殊
性
を
も
も
、

ま
た
之
合
研
究
客
健
ご
す
る
保
険
曲
目
下
が
縦
済
出
品
干
の
中
に
於
て
獅
立
り
一
部
門
を
構
成
す
る

ωで
あ
る
。

der Hulsse， Versichenmgs四 issenschaft un(1 VersIcherungskundc， in 
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保
険
準
は
、
右
に
過
ぷ
る
が
如
く
、
そ
の
本
質
的
領
域
を
経
済
撃
に
も
ち
て
、
獅
立
の
一
郎
門
を
構
成
す
る
も

の
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
.

之
を
他
り
方
面
よ
り
糊
察
す
る
な
ら
ば
、
保
険
は
・
前
逃

ω如
く
、
人
類
が
、
未
来
の
偶
然
な
る

縫
化
に
蕗
し

τ、
倫
ほ
、
確
貨
に
、
そ
の
所
要

ω物
的
資
料
を
獲
得
使
用
す
る
を
可
能
な
ら
し
め
ん
ご
す
る
所
り

目
的
を
以
て
、
組
織
的
行
動
を
な
す
噂
』
ご
で
ゐ
る
か
ら
、
品
、

ω立
味
に
於

τ、
物
的
生
活
に
於
け
る
締
笹
山
一
一
郎

副
会
な
す
も
の
で
あ
る
。
印
ち
・
被
保
険
者
若
し
〈
は
保
険
契
約
者
の
側
よ
b
鬼
C
も
、
保
険
は
・
彼

ω家
計
位

し
〈
は
企
業
に
於
け
る
経
替
り
一
部
面
を
構
成
す
る
も
の
で
ゐ
る
a

一
真
に
、
保
険
は
そ
の
賀
行
上
・
右
の
如
、
喝
さ
日

的
を
も
っ
所

ω多
数

ω経
済
五
髄
を
集
合
し
、
彼
等
よ
り
隙
金
を
徴
集
し
て
・
ま
た
之
を
、
彼
等
り
う
も
一
定
。

事
件
に
遁
池
し
た
る
も
の
に
一
定
の
金
額
を
以

τ支
挑
ふ
ご
い
v

ふ
組
織
を
ご
る
二
ご
を
必
要
ご
し
、
且
っ
そ
叶
局

に
蛍
る
も
の
を
必
要
ご
す
る
。
故
に
、

か
、
る
組
織
的
行
動
向
岨
胞
が
一
つ
の
経
倍
で
ゐ
b
、
そ
の
局
に
鴬
る
も

の
、
帥
も
保
険
者
は
、

-
』
の
続
勝
目
り
主
鰭
で
あ
り
、

日
』
の
抑
配
管
仁
於
り
る
指
導
意
思
り
後
勤
者
で
ゐ
る
。

か
く
の
如
く
、
保
険
は
、
之
を
・
被
保
険
者
若
し
く
は
保
険
契
約
者
め
立
場
よ
り
昆
て
も
、
ま
た
、
保
険
者
の

立
場
よ
h
見

τも、
一
つ
の
経
皆
吉
認
め
得
ぺ
き
も

ωで
ゐ
品
。
伎
に
、
保
険
は
叉
之
を
経
笹
山
中
り
間
叫
ん
客
健
ご

し
て
も
、
取
扱
ふ
こ
ご
が
出
来
る
。
被
保
険
者
計
仁
〈
は
保
険
契
約
者
の
立
場
よ
・
り
す
る
保
険
の
研
究
は
、
経
脱
皆
同

論

最

七

保
脇
島
・
山
本
質

蕗
二
十
六
巷

品
目
腕

O 

. . ......‘日



論

叢

保
険
酪
ゐ
本
質

第
二
十
六
巻

，、
O 

第
四
挽

七

与
の
う
も
に
て
も
、
真
に
家
計
皐
若
し
〈
は
請
は
ゆ
る
終
盤
経
済
事
の
一
部
門
で
ゐ
る
o

北
米
合
衆
国
に
於
て

は
、
「
投
資
ご
し
て
の
生
命
保
険
」
ご
か
、
「
食
批
企
業
に
於
げ
る
火
災
保
険
り
利
用
」
ぜ
か
、
若
し
く
は
.
「
貿
易

合
融
川
三
千
段
正
し
て
の
海
上
保
険
」

ご
か
い
よ
題

uω
研
究
が
行
は
る
、
ゃ
う
で
ゐ
る
が
、

-
」
れ
ら
は
噂
』
.
の
類
に

一
胤
す
ゐ
も
り
で
ゐ
る
。
保
険
者

ω
立
場
よ
巴
り
す
る
保
険

ω
研
究
は
‘
最
も
古
〈
よ
り
行
は
れ
た
も

ω
で
ゐ
っ
て
、

か
の
ァ
ク
チ

3
7
9
間
半
(
〉

a
g
z弘
R
r
R
O
)
z稽
す
る
も
の
は
、

そ
の
放
も
著
名
な
る
も

ωで
ゐ
る
。
之
は
.

生
命
保
険
事
業
り
経
替
に
必
要
な
る
所

ω各
柿
の
事
項
を
内
容
Z
す
る
も
の
で
、
主
正
し
て
人
類
生
命

ω研
究
に

於
け
る
蓋
然
卒
論
の
肱
用
.
並
び
に
、
利
息
算
年
金
算

ω研
先
t
.
保
険
に
閲
す
る
法
規
制
川
副
押
さ
よ
b
成
立
つ
も

の
で
ゐ
る
o

こ
の
ア
ク
テ
品

T

Y
平
山
り
如
き
は
、
明
か
に
簡
は
ゆ
る
経
後
半

ω特
妹
な
る
も

ωで、
ア
ク
テ
ュ
ア

7
1
1生
命
保
険
事
業
仁
於

J

し
主
ど
し
て
数
班
方
面

ω事
務
を
取
扱
ム
人
ー
ー
の
職
務
を
行
ム
に
役
立
つ
事
問
Z

い
ふ
意
味
よ
L

り
そ
的
名
裕
が
出
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ア
ク
チ
ュ
ア

9
事
な
る
も

ωは
.
英
吉
利
に
於
「
し
出
来
た
も
の
で
ゐ
る
が
、
加
刑
通
に
於
て
は
、
之
に
倣
つ

て
、
問
中
に
生
命
保
険
ば
か
h
で
は
な
〈
、
他

ω利
数

ω保
険
に
つ
い
て
も
、

去
の
4

事
業
り
局
に
営
る
も
の
に
役
立

う
所

ω
科
目
を
研
究
欽
授
す
る
設
似
を
設
け
た
。
そ
れ
が
、

グ
ッ
チ
ン
ゲ
y
の
保
険
ピ
ミ
ナ

1
片
で
あ
る
。

、

で
は
、
生
命
保
険
や
火
災
保
険
だ
け
で
は
な
〈
、
総
て
の
主
要
な
る
保
険
副
業
を
餐
む
に
tv
要
な
る
科
目
が
、
経

済
同
宇
、
接
待
問
半
、
欽
梨
、

工
卒
、
欝
血
干
の
智
識
の
う
も
よ
り
撰
援
し
て
、
数
授
せ
ら
れ
、

εれ
を
一
拝
制
し
て
保
険

'"1' 

， 

・.'岨



向学

Z
名
づ
り

t
居
る
。
併

L
・そ
れ
は
言
ふ
ま
で
も
な
〈
、
経
倍
率
而
も
主
正

L
て
請
は
ゆ
る
絞
管
経
済
事
E
し

て
の
研
究
で
ゐ
る
。

か
く
の
如
〈
、
保
険
ご
絞
殺
向
島
a
Z
の
関
係
に
於
て
は
、

一
仰
の
家
計
、

一一例

ω事
業
を
純
傍
す
る
上
よ
ち
保
険

を
研
先
す
る
-
』
ピ
も
あ
れ
ば
、
ま
た
保
険
引
業
を
純
僻
す
る
上
よ
ち
し
て
、

是
れ
に
関
聯
す
る
所
的
諸
々
的
事
柄

を
研
先
す
る
こ
ど
も
ゐ
る
。
殊
に
こ
の
筏
者
に
劃
し
て
は
前
識
的
如
〈
保
険
率

ω名
称
を
拠
へ
る
も
の
が
ゐ
る
。

四

調
越
保
険
向
子
仙
川
舎
の
見
解

濁
過
保
険
準
協
合
(
ロ
g
z
n宮町

J12巴ロ

P
J
F昌一
nrmEロ
間
的
乱
回
目

R
E再
)

t< 

そ
の
合
則
に
於
て
定
義
し

た
る
保
険
組
一
ゐ
意
義
は
・
狐
地
に
於
り
る
保
険
事
者
の
多
く
採
用
す
る
所

ωも
ωで
、
我
闘
に
於
て
も
会
〈
之
芭

同
じ
見
解
を
ど
る
も
の
が
あ
る
o

そ

ω定
義
に
い
ふ
。

E
Cロ
H
R
〈
向
日
目
}
凶
作

E
ロ
同

ω耳目
ω初
旬
ロ

ω
n『
民

1行

当
日
且

E

旬
。
弓

ω巴

ι

一mR
n
r
z
a

三
E
岳
山
岳
三
田
E
R
E
P
-日

n
z
p

ロロ
ι

-rι
一巾

日釦

POEmw民
mnFmロ
ロ
ロ
ι
ロm
E
C
門
司
町

ω
E
T

R
E
E
n
F
3
4
5
2
8
2氏
問
。
〈

S
E
E
S
-
斥
日
ロ

回
目
E
H
H品

CmHι

明
C
H
E
u
一一
ιι
門戸間

品。門口

JrJH「
町
一

nrn円ロロ
m
u
垣内
uη
ロ

色
。
ロ
ロ
nu
E
P
ι
・

郎
も
、
「
・
』
、
に
、

用
車
致
事
ご

4
.

4
1
J
-
l
 
法
仲
間
半
、

締駒山地午、

並
び
に
数
町
市
及
び
白
然
科
山
胤
干
の
智
誠

の
う
ち
に
て
・
そ
の
存
立
て
進
歩
ピ
が
、
保
険
に
役
立
つ
所

ω部
分
で
あ
る
」
ご
い
ふ
の
で
あ
る
o

ド
ル
ン
の
解
説
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
保
険
山
崎
中
を
以
て
、
保
険
級
協
刷
、
保
険
法
律
、
保
険
技
術
、
保
険
階
事
よ
り
な

-
』
の
見
解
は
、

歯

叢

保
融
皐
の
本
質

節
ご
十
六
巻

，、
O 

第
削
銃

七

『
百
円
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論

議

じ
凹

保
険
率
白
本
質

第
二
十
六
巻

ハ

O
凶

錨
凹
挽

る
所

ω
一
一
仰
の
集
合
科
皐
(
印
刷
B
E
n
-当
日
出
自
白
宮
同
)

ご
見
る
も
の
で
あ
る
。

ニ
の
濁
逸
保
険
血
平
協
曾

ω定
義
す
る
所
叫
保
険
ゃ
な
る
も
の
は
‘
前
に
も
言
及
し
た
る
が
如
く
、
経
倍
率
ご

L

て
の
保
険
事
で
ゐ
る
。
そ
め
諦
ム
所
的
保
険
引
は
、
保
険
ご
い
ふ
も

ωに
役
立
つ
所
の
、
地
γ

ろ
詳
し
〈
言
べ
ば
保

険
事
業
を
鋒
む
に
つ
い
て
役
立
つ
所
的
、
訪
問
判
的
皐
問
の
智
一
誠

ω集
合
で
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

ロ
ー
ル
イ
ツ
ク
は

-

』

ω定
義
を
批
評
し
℃
、

か
く
の
如
、
さ
も

ωは
〈
2
E
n
E
q百四
ω
a
E
E
m
n
r
ω
沖
ご
い
は
ん
よ
り
は
、
事
ろ
〈
0
2一-

〉

n
Y
2
5四
回
昨
日

F
d
F
J」
言
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
正
い
ふ
。
併
し
、
私
は
之
を
真
に
く
何
百
円
。
r
R
E四
ω
E
E
o
z
い
ム
方

が
よ
く
常
る
も

ω
で
ゐ
る
ご
忠
ム
。

今、

J
ヨE
0
5
0
E沖
正
問
自
伝

Z
の
両
川
を
考
ふ
る
に
、

私
り
解
す
る
所
に
よ
れ
ば
、

A
F
H昆
凶
印
刷

muHωnFhw沖

名
目
白
自
印
L
智
識
そ
の
も
の
で
あ
る

Q

詳
し
t
言
へ
ば
、
検
討
せ
ら
れ
て

一
つ
の
慌
系
に
組
制
付
け
ら
れ
た
る

智
誠
で
ゐ
る
o
J
4
{
m
ω
g
u
n
E同
本
来

ω
而
日
に
於
工
は
、
そ
れ
が
何
等
か
の
も
の
に
役
立
つ
三

η己
に
関
係
な
〈

し
て
成
立
す
る
も

ω
で
あ
る
。
併
し
・
そ
れ
は
右
ロ
O

ユR
F
な
智
識
に
よ
h
て
椴
討
せ
ら
れ
た
る
智
識
な
る
ニ

正
、
若
し
〈
は
そ
白
根
底
に
於

C
8ュ0
1
R
r
な
作
一
識
に
よ
h
て
検
討
せ
ら
れ
た
所
内
智
識
よ
り
後
M
出
し
た
る
智

識
な
る
一
】
ご
を
要
す
る
。
何
等

ω検
討
を
経
3
る
智
識
は
常
識
で
あ
る
。
ま
た
、

ぞ
れ
は
、
椴
討
ぜ
ら
れ
た
多
欽

の
智
識
が
、

一
つ
の
健
系
に
組
織
付
け
ら
る
、
二
子
炉
』
要
す
る
。
印
ち
之
に
よ
り

τ、
統
一
せ
ら
れ
た
-
Q

一つ山り

秘
制
聞
を
構
成
す
る
智
識
た
る
-
-
ご
を
嬰
す
る
o
真
に
、
何
等

ω鵠
系
を
な
さ

uy
る
智
識
は
弓
-
E
E
R
E沖
で
は
な は

Vcrsicherungslexilwll， Z.wcite Ali日目 S.1458 
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阿川

5
血
の
は
、
之
に
反
し
、
戎

H
的
に
肱
周
せ
ら
れ
得
る
獄
践
に
配
位
せ
ら
れ
た
る
智
識
℃
ゐ
る
。
そ
れ
は
，

勿

い
ロ
色
々
な
柿
知
の
智
識
が
田
平
に
集
合
す
る
だ
り
で
は
、
ぞ
れ
は
何
等
り

2
5
3
R
Z同
ご
は
な
ら
な
い
。

諭
一
つ

ω柿
類
よ
り
成
hJ
立
つ
も

ωで
は
な
〈
て
、
幾
多
り
問
矧
り
智
識
よ
ち
威
力
立
つ

-
-
t
が
山
家
る
。
般
に

一
つ
の
純
系
に
組
械
付
け
ら
れ
て

A

呂
田
g
R
F与
を
構
成
す
る
所

ω
相
官
識
も
、
ま
た
、
未
に
一
つ

ω
刷
閥
系
に
組

M

付
け
b
れ
5
る
智
識
も
、
そ
り
選
ば
れ
た
る
目
的
に
役
立
つ
も
り
な
る
限
り
・

そ
の
円
的
を
巾
心
ご
し
て
配
列
せ

ら
れ
た
る
ご
き
は
、

一
つ
山

J

同
ロ
ロ
庁
を
構
成
す
る
こ
吉
、
な
る
。

若
宮
内
ロ
目
}
戸
与
を
以
て
、
純
正
科
向
学

t
抑
惜
し

得
る
な
ら
ば
、
内

E
白
ゅ
は
路
用
息
a
Z
務
し
得
る
で
あ
ら
う
。
前
に
遁
べ
た
る
経
笹
山
学
的
如
き
は
、
戎
る
選
ば
れ
た

る
日
的
仁
従
っ
て
、
物
的
資
料
を
獲
得
使
用
す
る
に
役
立
つ
所
り
利
々
な
る
物
識
り
集
合
で
め
る
か
ら
・

-
』
、
に

号一一u
p
A

所
的
同

E
斥
で
あ
る
。

さ
て
、
保
険
事
は
一
つ
の
弓

E
S目
E
『
円
で
あ
る
。
保
険
正
い
ム
終
燐
現
象
に
閲
す
る
智
識
で
ゐ
っ
て
、
経
済

肌
平
的
智
誠
に
よ
り
般
討
せ
ら
れ
、

一
つ
の
健
系
に
組
織
付
け
ら
れ
た
る
も
の
で
ゐ
る
o

そ
れ
は
保
険
事
業
に
役
立

つ

-τ
子
炉
』
日
的
正

L
て
成
立
す
る
も
の
で
は
な
〈
し
で
・
た
H
V

相
官
識
白
般
的
性
質
に
よ
h
一
つ
の
閥
系
に
組
織
付

一一'，~._H，'__一町一

け
ら
る
、
ニ
ご
に
よ

h
て
成
立
す
る
も

ω
で
ゐ
る
。
澗
逸
保
険
血
中
協
曾
の
定
義
的
如
き
は
、
保
険
胡
業
に
役
立
つ

-
』
ご
を
目
的

t
t
τ
寄
ゼ
集
め
た
る
、
法
伴
内
宅
総
務
率
、
数
飢
午
、
自
然
科
島
・

ω
智
識

ω
集
合
を
以
イ
L

、
保
険
皐

論

議

保
険
阜
の
本
質

佑
二
十
六
巻

ハ

O
E

品
加
凹
脱

t 
fヤ

"ー，，~ ; w • 



論

保
険
串
由
本
質

-e 
1之

第
二
十
六
巻

震

一ハ

O
六

第
四
脱

古
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
は
、
揮
然
た
る
一
つ
の
柿
類
に
印
刷
す
る
智
識
の
純
系
を
な
せ
る
も
の
を
言
ひ
表

は
す
の
で
は
な
い
。
放
に
そ
れ
は
く
日
ω
町
会
日

E凹
Z
Z
E
R
E沖
の
名
に
伯
せ
脅
さ
る
も
の
で
ゐ
る
。
併
し
、
そ
れ

は
、
法
律
事
、
級
協
相
半
、
数
卒
、
自
然
科
率
的
保
険
へ
の
廊
別
で
あ
る
が
故
に
く
の
包

n
r
E諸
島
E
去
の
名
を
興

う
る
な
ら
ば
、
正
に
趨
蛍
な
る
も
の
で
あ
る
。

戒
は
、
法
枠
組
午
、
級
協
制
mm
午
、
敏
明
、
自
然
科
学
等
の
智
識
が
、
保
険
に
路
用
せ
ら
る
う
」
ご
に
よ
h
、
保
険
を

中
心
正
し
て
一
つ
の
開
係
の
下
仁
立
つ
が
た
め
、

そ
れ
に
よ
り
て
一
つ
の
純
系
が
成
立
し
、

一
つ
の
純
判
明
に
統

せ
ら
れ
、

一
つ
の
酬
明
主
り
当
日
目

B
R
E沖
が
成
立
す
る
正
考
ふ
る
も
の
が
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
。
若
し
か
〈
の
如

〈
に
考
ふ
る
も
の
が
め
る
な
ら
ば
、

そ
は
皐
問
な
る
も
の
に
劃
す
る
理
仰
を
蝕
〈
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
今
、

私

ω机
の
上
に
は
時
計
が
あ
る
、

イ
ン
ク
が
あ
る
、
原
稿
紙
が
ゐ
る
、
書
物
が
ゐ
る
。

ヲ
て

0) 

剛
山

m
w
H
O
h

-
}
れ
ら
は
、

問
。
円
向
。
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
時
計

イ

y
p
、
紙
、
書
物
、
以
上

ω
何
物
ご
も
な
h
得
な
い
。
ぞ
れ
が
私
の
机
の

上
に
ゐ
b
、
こ
の
論
文
り
起
稿
に
役
立
つ
ど
い
ふ
こ
己
に
よ
り
て
、
何
等

ω
獅
立

ω
附
類
を
構
成
す
る
も
の
で
も

な
〈
、
何
等

ω閥
系
に
組
側
付
り
ら
れ
得
る
も
の
で
も
な
い
。
治
仲
肌
午
、
経
崎
明
胤
午
、
数
率
、
自
然
科
削
宇
、

1
1
か

〈

ω如
き
並
ぺ
方
は
甚
に
非
分
類
的
で
あ
る
が
、
な
り
批
評
が

-
m逸
保
険
山
市
協
曾

ωか
〈
の
如
き
並
べ
方
に
よ

る
保
険
血
中
叫
定
義
を
材
糾
ご
し
て
山
後
し
て
居
る
か
ら
、
始
く
こ
の
並
べ
方
を
用
ゆ
る
の
外
は
な
い

l
ー
が
、
法

仲
間
時
半
、
経
済
等
、
数
郎
千
又
は
自
然
別
牟
子
し
て
成
立
し
、
集
っ
て
真
に
一
つ
の
科
卒
ピ
な
ら
ざ
る
所
以
は
、
を
の

町・..・4劫.'



調
象
正
す
る
所
の
も
の
が

そ
の
本
質
に
於
て
稀
類
を
異
に
し
、
従
っ
て
之
に
闘
す
る
智
識
そ
の
も
の
も
亦
そ
り

締
類
を
開
先
に
す
る
の
結
川
端
、
縦
ひ
こ
れ
ら
を
集
め
て
も
一
つ
の
統
一
的
側
系
に
組
織
付
け
得
ぺ
き
も
の
で
な
い
か

ら
で
あ
る
。
者

L
Lれ
ら
が
、
保
険
£
閲
嚇
し
て
そ
れ
に
役
立
。
の
貼
に
於
て
、
統
一
せ
ら
れ
慨
系
付
け
ら
れ
得

る
も
の
な
ら
ば
、
保
険

t
関
係
せ

F
る
以
前
に
於

τ、
阪
に
統
一
せ
ら
れ
慌
系
付
け
ら
る
べ
き
答
で
あ
る
叩
か
、

る
統
一
は
・

5
2
5岳
山
沖
た
る
の
性
質
を
も
つ
も
の
、
純
国
内
に
於
て
は
、
不
可
能
で
あ
っ

τ、
5
2
2
n
g
p

の
埼
外
に
出
で
、
始
め

τ或
は
可
能
な
る
所
で
あ
る
。

右
に
遁
よ
る
が
如
〈
.
濁
逸
保
険
率
協
曾
の
定
義
に
示
す
が
如
き
も
の
は
、
〈
O
B
r
r
o
Eロ四
ωrcロ
号
に
外
な
ら

ざ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、

く

n
E
n
r
Eロ問
ω
E
E
m
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

克
じ
別
異
の
見
解
が
ゐ

の

る
o 

フ

A

W

ぜ
の
如
、
き
は
之
に
つ
き
次
の
知
〈
に
臼
ふ
。

「
〈
内
包
の
『
命
日
ロ
問
m
r
z
z
o
は
保
険
を
或
門
的
に
役
立
つ

や
う
な
利
用
を
日
的
ご
す
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、

そ
の
日
的
は
経
済
に
於
り
る
財
貨
使
則
を
出
来
得
る
限
b
級
品
加

的
に
磁
貨
な
ら

L
む
る
一
」
ご

(EX--岳
民

主

R
E
M
W沖
)

で
ゐ
る
d

放
に
な
経
憐
的
の
考
へ
方
が
〈
2
m
E
H
Eロ
岡
持

E内庁
的
基
伎
を
な
す
。
保
険
思
想
的

e

府
民
行
の

必
要
が
生
中
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
b
て
保
険
加
入
者
内
特
殊
経
済
(
島
内
四
日
E
L
O号
者
五
円
宮
沖
宏
司
〈

3
町内
E
T

2
5
m
ω
E
E各
自
作
品
川
伊
保
険
皐
の
伺
有
的
客
健
ご
な
る
0
」

Z
o
印
も
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
〈
命
日
目
。
-
百
円
百
四
件
ロ
ロ
白
内

一一一市…-

言
い
ふ
は
、
前
に
遁
ぺ
た
る
経
絡
準
ご
し
て
の
保
険
率
の
う
も
、
保
険
利
用
卸
も
被
保
険
者
父
は
保
険
契
約
者

ω

議

議

保
険
棋
の
本
質

第
二
十
六
世

第
四
組

七
七

ハ

o
b
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ぷ和

叢

保
険
事
山
本
質

第
二
寸
大
在

，、〉量、

」

'E-F

七
月、

品
凹
蹴

立
場
に
於
け
る
保
険
利
用

ω研
先
で
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
・
今
日
、
均
し
く
縦
笹
山
学
正

Lτ
の
保
険
学
で
ゐ
っ
て
も
、

飯
に
存
在
す
る
所

ωも
の
は
、

前
に

h
述
べ
た
る
が
如
〈
、

保
険
事
業

ω立
場
よ
り
す
る
研
究
で
ゐ
る
か
ら
、

ω方
に

く
m
町民の
F
2ロロ悶
ω}
内ロロ
ι
。
の
名
稀
を
山
間
へ
る
が
寧
ろ
正
し
い
v
t
m
u
ム。

五

保
除
草
ご
保
険
論

都
地
訴
に
は
、
〈
0
2
W
Z
Eロ
m
Z
Z
2
E
n
E
どいふ一吉一一ロ抵抗

ω外
に
、

〈
耳
切
戸

n
F
qロロ
q
r
z
o

ご
い
ふ
言
説
も
あ

品
。
前
者
が
保
険
端
正
い
ひ
得
ゐ
に
制
到
し
、

級
者
は
保
険
論
，
己
レ
ひ
得
る
も
の
で
ゐ
る
。
ぎ
か
百
日

の
如
き
は
、

〈
R
t
o
F
q
E
q三
宮
内
品
ωn-百
円
円
以
、

保
険
ご
い
γ

ふ
一
つ
的
経
済
上
川
町
仕
組
が
、

人
間
に
抗
賂
す
る
山
組
制
並
ぴ
に

事
質
的
本
質
に
閥
1
る
相
官
制

ω会
純
正
あ
る
ど
な

L
、

〈
mEFnrn吉
田
問

ω
r
F日
を

以

1
こ
れ
ら
的
智
誠

ω組
川
的

叙
越
仁
ゐ
る
ご
い
ム
。
私
は
こ

ω
言
業

ω
範
脳
内
に
於
ー
は
、
そ

ω
誌
は
一
部
分
正
常
で
ゐ
り
ま
た
一
部
分
不
可

で
ゐ
る
正
忠
ム
。
併
し

彼
が
延
仁
之
に
引
ね
い

τ、
〈
向
田
町
の
F
q
z
q
r
r
目
的
内
科
た
る
も

ω
は、

7
4
0
2
r
r
o
E

呂
ロ
"a 
円

" o 
ロー
ロ
ロ
ロ
.0 
( 

〈
C 
同
ω 
o 
H 

" 円

ロ
ロ
00 
旬
門

" 0 

戸

ロ
r 

4 
" ω 
r、
"" " 円

ロ
ロu， 
ω 
E 
'" F 

自
民a
F千

r 
) 

凶

〈
E
E
n
r
q吉川
ω官
。
宮
内
『

ω
B
F
E口
問
冶

国
-
〈
qω
一n
F
q戸
E
m司
R
r
F
A・
〈
O
B
R『
q
E
m
Z一一一
t
n『
m
w
H
W
M

〈の百円
nFE--eqmHErum-
叶
刊
の
一
巳
r
号司

moF包
g
E

ヨ何回
ι
E
m
ロロ
ι
m
n日出品
2
2
2庁内丘町
EnrEmu--
〈
O
E
r
F
0
2ロ叫
ω白
色
E
E
よ
h'
成
る
ご
い
ふ
に
至
つ
て
は
、
な
は

前
述
い
濁
逸
保
険
事
協
曾
叫
定
義
に
劃
司
る
批
評
を
総
返
す

ω外
は
な
い
ι
。
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く
2
M
r
r
o
Sロ

mz一回
目

ωnE沖
ご
〈
m
E
r
Z
Eロ
四
朗
日
内
町
内
己
的
関
係
を
説
明
す
る
じ
は
、

一
般
に
巧

g
g
R
r巳

Z
H
h
F
日
正
叫
閲
係
を
明
に
す
る
が
早
道
苫
あ
る
。
私
叫
一
明
解
す
る
所
に
よ
れ
ば
戸
内
『
日
ご
い
ふ
は
、
物
誠
h
T
言

語
文
章
に
表
現
た
る
も
り
で
ゐ
る

Q

司
ぞ
れ
が
訓
抑
制
的
智
識
に
る
正
常
叫
酬
に
る
ご
を
問
は
な
レ
o
放
に
今
、

4
5
E
g
E

民
]
戸
与
を
排
他
す
る
智
誠
を
一
言
説
文
章
じ
表
現
す
る
正
き
は
、

そ
れ
は
一
つ
の
戸
長
日
で
め
る
。

豆
一
回
日
出
nFhw-「
T

-
H
F
O
F
O
F
日
ご
い
は
品
、
も

ω
で
あ
る

U

ヨ
2
2
2
E
P
は
、
醐
阻
糸
ぜ
構
成
す
る
所

ω智
識
り
会
慨
v

じ
あ
る
が
、

併
し
之
を
言
語
文
半
に
表
現
可
る
に
は
、

そ

ω
会
慨
に
於
ー
な
す
も
、
又
は
四
半
に
そ
り
一
部
に
於
1
な
す
も
、

L 、

づ
れ
も
可
能
で
あ
る
じ
放
に
一
つ

ω
tヨt
R
P
目
Ebr
の
杢
位

ω表
現
で
め
っ
て
も

F
m
E
R
で
ゐ

h
・
又
そ

ω
一

部
分

ω表
現
で
ゐ
っ
て
も

H
h
v
B
で
ゐ
品
。

真
に
之
を
表
現
し
h
h

る
古
語
文
常
に
つ
い
て
見
ゐ
も
、

そ
り
言
説
文
章
た
る

ω
形
式
に
つ
一
い
て
一
言
へ
ば

ρ岳町。

削
ち
論
.
又
は
論
文
で
め
る
が
、
そ
り
門
谷
に
つ
い
て
見
山
ば
、
臨
糸
を
な
せ
る
抑
制
誠
り
会
館
又
は
一
部
・
即
も

一つ

ω
巧
Z
O
B
O
E
日
げ
の
会
館
又
は
一
部
で
ゐ
品
。
こ
れ
ら

ω
聞
係
を
見
れ
ば
‘
当
一
目
。
ロ

mng骨
己

戸
内
『
日
正

は
、
別
り
も
り
で
も
ゐ
'
り
又
同
一
的
も
山
り
で
も
ゐ
品
。

ミ
ユ
・
l
f
仏
英
老
川
り
も
り
で
ゐ
h
、
又
一
夫
内
現
は
れ
で
も

ゐ
る
。H

b
F
B
は
智
誠
り
表
現
で
あ
る
が
故
に
、

ぞ
れ
は

A

呂
田
自
の
宮
沖
の
表
現
で
あ
り
得
る
さ
共
に
、
又

4
5
a
g
，

旬。F
N
H
P

た
ら
F
る
も
の
、
表
現
で
あ
る
こ
ご
も
あ
る
o
剖
も
、
純
正
科
山
中
の
表
現
が

円

OF--o

で
ゐ
る
ご
共
仁
、

論

設

保
険
即
時
下
山
宇
宙

第
二
十
六
容

ハ
O
九

第
四
股

七

九

lr 

一
， ..... .';. . 



五満

議

第
二
十
六
巻

八
O 

，、

O 

拍
静
岡
山
田

保
険
串
の
本
質

調
は
ゆ
る
服
用
地
古
川
る
同

5
含
の
表
現
も
・

ま
た
は
政
策
的
表
現
も
戸
各
日
で
ゐ
る
。

N
-
R
E
o
r
E
及
び

日

ιaHEr-nr百
な
る
も
の
、
存
在
し
得
ゐ
は
こ

ω放
で
ゐ
る
。
か
の
経
M
皆
同
此
干

ω如
き
も
の
も
、
な
を
し
て
一
一
一
回
は
し

む
H
い
ば
出
町
内
守
山
日

Z
g
一ω措ロ
凶
け

FhH沖

で
は
な
く
し
て
、
国
見
z
n
Z
F
F
Z

ご
い
ふ
が
至
世
間
で
ゐ
る
。
何
ご
な
れ
ば
、

そ

れ
は

E
司
自
ι『
巳
P
円

uE]内野
n
F
O
F
O町民
O
で
ゐ
る
か
ら
で
ゐ
る
。

右
に
遡
べ
た
る
所
に
よ
っ
て
く
o
E
n
r
q
zロ四

2
町田
g
R
E沖
ご

4
0
2
r
k
E
D
向
巴
岳
町
内
ピ
の
閥
係
金
見
ゐ
に
、

〈
m
W
E
r
t
q
z
q
d
q
H由。ロ
ω
n
E司
ご
い
へ
ば
〈
内
町
民
会
0
2ロ
叫
虫
色
E
E目
『
回
目
よ

h
外
な
き
も
の
で
め
る
が

.
J
F
B
R
r
n
，

ヨ
ロ
四
ω-oHH円
。
ご
い
へ
ば
・
そ
れ
は
く
向
日
目
n
F
2
5
m
ω
三
回
目
自
の
}
百
四
の
下
各
市
た
る
こ
ご
あ
り
・

J102日
r
qロロ
m
T

ra
ロ
ιo
の

H
b
r
B
た
る
こ
己
あ
り
、
ま
た
く
R
M一
の
宮
同
百
四
ω司
o
z
pげ
の

FOFHO
た
る
こ
ご
も
ゐ
ち
得
る

ω
で
ゐ

っ
て
、
そ
の
内
容
を
見

F
れ
ば
、
呼
帽
相

ωみ
に
よ

h
て
は
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
直
ち
に
判
断
し
雑
き
も
の
で

あ
る
。

1
l
=
7
2
・一同

l
l

，
 

d
 ---w --


